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（参考 15）北海道高等学校「高校生対流促進事業」（令和２年度～令和６年度） 

 内閣府では、将来的な関係人口の創

出・拡大を目指し、高等学校段階にお

ける地域留学を推進するため、全国か

ら高校生が集まるような高等学校づく

りに取り組む「高校生の地域留学推進

のための高校魅力化支援事業」を実施

している。北海道教育委員会では、本

事業を活用し、「北海道高等学校『高校

生対流促進事業』」に取り組んでいる。 

 

○事業趣旨 

道立高等学校と地域をつなぐ高校魅力化コーディネーターを配置し、地域の団体等とコンソーシア

ムを構築して地域の教育資源を活用した魅力的な高校づくりを進めるとともに、魅力化の取組を発信

し、全国の高校生を地域留学により受け入れることで、地域との多様な関わりを通じて地域創生につ

なげる。 

 

○事業指定校① 鵡川高校 

 「むかわ竜」「ししゃも」とユ

ニークな地域資源のある地域全

体をキャンパスととらえ、これ

からの社会に即した新しい価値

を創造できる力を育む。 

学びの特徴としては、地域資

源を題材として、地域振興の観

点から地域社会に貢献する態度

や課題を解決する能力などを身

に付ける「むかわ学」（地域課題

探究学習・週１時間）、生徒の特

性や能力に応じたテーマを設定

した少人数・習熟度別のグループ

でそれぞれの特性や能力を伸張

させる「チャレンジ・スタディ」

（テーマ別学習・週４時間）が挙

げられる。日本の恐竜研究の第一

人者である北海道大学の小林快

次教授をオブザーバーとした、化

石の発掘体験といった恐竜研究

や、北見工業大学、桐生大学短期

大学部、北海道大学総合博物館な

どとの大学連携も強化している。 
  

※地域留学とは、高校生が、在籍する高等学校とは
別の高等学校において１学年を過ごすこと 

【道外の高校生が高校 2 年生の時、道内の公立高校で 1 年間過ごす】 
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○事業指定校② 斜里高校 

 世界自然遺産「知床」で、自分の

在り方生き方を見つめ、成長した

自分を実感できる教育を目指す。 

 地域全体で進める「知床しゃ

り」のブランディングの取組と連

携し、観光教育に注力している。

知床の自然や生物多様性を学ぶ

野外授業を含む「知床自然概論」、

世界自然遺産エリアの原生林ガイ

ドウォークや森林再生活動を体験

する「知床自然体験学習」、旧石器

時代からアイヌ時代にわたる遺

跡・史跡めぐりを実施する「史跡

発掘体験学習」、「全国高等学校観

光選手権大会（観光甲子園）」を通

して「知床しゃり」のＰＲ活動を

行う「観光ビジネス」などを授業

として展開している。地域の素晴

らしさを知り、地域課題に理解を

深め、情報発信できる人材を育成

する。令和元年度には、台湾で開

催された日本観光物産博覧会にも

参加した。 

 

○事業指定校③ 幌加内高校 

 そば生産量日本一のまちの農

業科で、生産、加工、流通・販売

を通して、実践的な「六次産業化」

を学ぶことができる。 

 校内で生産した農産物を販売

する「幌高商店会」、生徒が作った

生そば、そば粉で作ったパウンド

ケーキなどの町内外での販売活

動など、生徒主体で実施すること

で、経営力を育成する。また、そ

ば生産量日本一のまちにある高

校として、全国で唯一、学校設定

科目「そば」を実施しており、素

人そば打ち段位を取得できる。町

内の道の駅にはそば店も出店し

ている。販売や出店は、地域との

つながりを深める場ともなって

いる。 

 また、人造湖朱鞠内湖でのフィ 

ッシングや森体験のプログラム、 

北海道一の豪雪地帯であるほろ

たち山でのスキーなど、自然を満

喫できるアウトドア体験やスキ

ー授業も取り入れている。 
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（参考 16）学校を核とした地域づくり 

 鹿追高校では、鹿追町の支援のもと、多様な背景をもつ人々と共生する学びを礎に、高校を地

域創生の核とする「鹿追創生アカデミア」構想に取り組んでいる。 
 

１ 鹿追創生アカデミア構想とは？ 
  高校生が地域創生につながる探究的な学びを通じて、課題解決のために、必要な最先端の技術や

知見を活かして、町の新しい価値を創出する学舎（アカデミア）を目指す構想のこと 
 
２ 鹿追創生アカデミア構想の事業構造図 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ 鹿追創生プロジェクト 
  「鹿追創生プロジェクト」とは、総合的な探究の時間を活用したプロジェクト型の探究的な学び

である。生徒は、鹿追町に関わる課題など 11 分野（下表参照）から１つ選択し、地域やその分野の
専門家から助言を得ながら、課題設定、仮説設定、調査・分析、企画・調整、運営、検証・改善とい
う学びと行動のサイクルを経験する。 

  なお、本校では、本プロジェクトを無償で支援し、自身の専門知識や技術をボランティアで提供・
指導してくれる専門家を「鹿追創生プロボノ・メンター」と呼び、協力を依頼している。プロボノ・
メンターに認定された専門家は、ビデオ会議システムなどを活用して生徒に直接助言し、生徒の探
究的な学びの具体化、アイデアの実現などのサポートを行っている。 

分野 協力・支援団体 

観光 然別湖ネイチャーセンター 

環境 とかち鹿追ジオパーク 

看護・医療 鹿追町国民健康保険病院、医療ＮＰＯ団体 

農業 アグリビズ探究サポーターズ 

スポーツ 民間スポーツアナリスト、NEC、慶応大 SDM 

防災 日本無線協会北海道支部、東北大学 

行政 鹿追町役場、十勝総合振興局 

教育 北海道教育大学 

起業 地元企業、民間ＮＰＯ 

グローバルビズ 外資系企業、アルバータ州立大学 

その他・学術系探究 関係大学・大学院、関係専門家 

 
 
 
 
 

 

鹿追創生アカデミア構想 

総合的な探究の時間を活用し、地域振興の可能性を調査し、分析した上

で、仮説を立てて実行する（プロジェクト型の探究的な学び）取組 

鹿追創生プロジェクト 

Wi-Fi や ICT 機器を活用して進路サポートを強化する取組 

・生徒の学習状況や興味・関心に応じたデジタルコンテンツの紹介・活用 

・ビデオ会議システムを活用して、大学生が生徒に個別指導や助言を行う

メンタリングシステムの構築（通称「鹿高 Wi-Fi ニーネー」） 

鹿高デジタル進路サポート 

理論に基づくコーチング方法をデジタルコンテンツ化し、部活動指導者に

提供する取組（生徒の発達の段階やコンディションに応じたトレーニング

を的確に提供する体制を構築） 

NEC メソッドプラットフォーム実証実験 

学校単位から地域主導でのアスリート養成を目指す取組（総合型地域スポ

ーツクラブの立案・設立・運営への協力） 

鹿追アスレティックデパートメント構想 

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
者
へ 

教
育
環
境
の
充
実
・
自
己
実
現
へ
の
支
援 

鹿
追
町
の
地
域
創
生
（
町
民
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
） 

＜鹿追高校生＞ ＜鹿追創生プロボノ・メンター＞ 

ビデオ会議システム等 

地域振興の可能性を知る 

現状・課題を調査し、分析し、仮説
を立て、新規事業等を企画・立案し
行動する。 

探究・行動する 

・イベントの企画・運営 
・商品開発 
・経営改善のための提言 
・自治体・関係機関への施策提言 
・研究発表 

新しい価値の創造 

町民への刺激・新たな学びの実現 

鹿追創生（町民ＱＯＬ向上） 

※ＱＯＬとは？ 
 生活の質のこと。Quality of Llife の略 
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（参考 17）生徒の興味・関心や多様な進路に応じた学校設定科目の開設 

○生徒の興味・関心等に応じた学校設定科目①（岩内高校の例） 

教科名 地理歴史 

科目名 観光地理 

科目の目標 
地域や日本、現代世界の観光資源を題材に地理的認識を養い、地理的な見方や考え

方を培うとともに、国際化を視野に入れながら地域社会に生きる者としての自覚と
資質を養う。 

科目の内容 

１ 地域の観光資源について 
 (1) 地元の観光資源  (2) 後志地区の観光資源  (3) 北海道の観光資源 

(4) 北海道観光の国際化 
２ 日本と世界の観光 
 (1) 日本の観光資源  (2) 日本の観光の課題   (3) 世界の観光について 
３ 観光の可能性 
 (1) 観光の可能性   (2) 地域への提言 

単位数 ２単位 

学科・学年 全日制課程 普通科 （３年次） 

 

○生徒の興味・関心等に応じた学校設定科目②（礼文高校の例） 

教科名 理科 

科目名 高山植物 

科目の目標 

・礼文島に生育する高山植物群を中心とした植物の観察・実験・実習を通し、自然保
護に対する関心を持つ。 

・自然と人間との関わりについて体系的な知識を身に付けさせるとともに、自然保護
と観光産業の発展を両立する方法を考察させる。 

・自然に対する科学的な見方や考え方をもとに、礼文島の自然と積極的に関わらせる
ことで問題解決能力を育成する。 

科目の内容 

１ 高山植物の構造と花の種類 
 (1) 植物の基本構造  (2) 植物の分類 
２ 礼文島の自然環境 
 (1) 礼文島の成り立ち (2) 礼文島の地形（山と丘陵・森林・湿原） 
３ 礼文島の高山植物の保全 
 (1) 国立公園の目的と意義 (2) 自然保護活動 

(3) 自然保護と自然利用の在り方 

単位数 ２単位 

学科・学年 全日制課程 普通科 （第１学年） 

 

○生徒の興味・関心等に応じた学校設定科目③（江差高校の例） 

教科名 芸術 

科目名 江差追分 

科目の目標 
北海道を代表する地域文化「江差追分」を知識・技能の両面から深く理解すること

で、地域に誇りをもつとともに、生涯を通じて江差追分を愛好し、潤いのある生活を
送る技能の基礎づくりをする。 

科目の内容 

１ 追分発祥から江差までの伝承、根付いた背景を理解する。 
２ 歌詞（前唄・本唄・後唄）の内容を理解する。 
３ 発声、息継ぎ（呼吸法）、節回し、音符の理解（「そい掛け」を含む） 
４ 部分練習、全体練習を通して成長を唄えるようにする。 
５ 伴奏楽器（尺八、三味線）の特性の理解と基本技能練習 

単位数 ２単位 

学科・学年 全日制課程 普通科 （３年次） 
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○生徒の興味・関心等に応じた学校設定科目④（追分高校の例） 

教科名 家庭 

科目名 生活福祉援助技術 

科目の目標 
社会福祉の現状を見つめさせ、その問題の所在を明らかにし、課題解決に向け体験

的・実践的に学習活動を進めることにより、複雑な社会及び実生活に対応できる力と
態度を養う。 

科目の内容 

１ 町内の老人福祉施設における実習を通じ各高齢者福祉施設の現状と役割を理解
させるとともに、介護職員の仕事内容について把握させる。 

２ 車椅子に乗り戸外へ出る、地域の高齢者を対象としたお祭りや高齢者と小学生
を交えた昔遊び体験、保育園での絵本読み聞かせや交流など数多くの「お世話活
動」を通して、高齢者や児童、幼児と関わる力や生徒自身の自己有用感を育てる。 

単位数 ３単位 

学科・学年 全日制課程 普通科 （第３学年） 

 

○民間講師（非常勤）の任用による地域に関する学校設定教科・科目（釧路明輝高校の例） 

教科名 総合 

科目名 アイヌ学 

科目の目標 
アイヌの歴史や文化・工芸についての学習を通して、アイヌ文化についての理解を

深め、美的体験を豊かにし、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばすととも
に、様々な文化を尊重する態度を養う。 

科目の内容 

１ アイヌ民族の歴史について       ２ 衣装と文様について 
３ 歌、民族楽器、踊りについて      ４ 食文化について 
５ 身近にあるアイヌ語地名について    ６ 信仰について 
７ 伝統文化の復興と新文化の創造について ８ 多民族共生社会について  

単位数 ２単位 

学科・学年 全日制課程 総合学科 （３年次） 

 

○看護専門学校と連携した看護に関する学校設定科目（砂川高校の例） 

教科名 看護 

科目名 看護総合 

科目の目標 

・看護の意義や保健・医療・福祉における看護の役割、日常生活の援助及び看護に関
する基礎的な知識と技能について理解する。 

・看護の本質と社会的な意義を理解し、健康保持に寄与する能力を習得する。 
・医療に関する様々な問題に関して、自らの考えをまとめ発表する能力を養う。 

科目の内容 
１ 看護の意義と役割     ２ 介護実習     ３ 看護史 
４ 医療総論         ５ 課題研究 

単位数 ２単位 

学科・学年 全日制課程 普通科 （３年次） 

 

○地域の人材を生かした演劇に関する学校設定教科・科目の開設（富良野高校の例） 

教科名 表現 

科目名 富良野と演劇 

科目の目標 
富良野における演劇の歴史や富良野と演劇の関わりについて、地域の演劇人の話

や演劇関係者の施設見学などを通して学習し、自分の生活する地域の歴史や文化を
理解し、主体的・積極的に地域社会に参画することができる能力や態度を養う。 

科目の内容 

１ 富良野と演劇概論 
(1) 社会と演劇の関わり   (2) 富良野の演劇の歴史 

２ 講話と取材 
 (1) 演劇実践者の体験を聞く (2) 演劇支援者の体験を聞く 
 (3) 講話者を取材しレポートを作成する 
３ 劇場見学 
  富良野市民会館や富良野演劇工場の見学 

単位数 １単位 

学科・学年 全日制課程 普通科 （２年次） 
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（参考 18）地域における学びのスタンダードの作成 

○町内における学習規律の統一化（知内町の例） 

 知内高校では、幼小中高の教員が連携して教育の理論と実践の研究による教育の質の向上を目指す
知内町教育研究所の活動に参加している。本研究所の下部組織として、「学びの充実検討会議」（幼小
中高）があり、各学校の研究代表者と管理職が小・中学校の
全国学力・学習状況調査の町内の傾向分析を通して課題を
把握し、改善点の方策を探る会議を実施している。その中で
平成 30 年度（2018 年度）、町内小中高で統一した学習規律
を策定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○12 年間をつなぐカリキュラムの作成（天塩町の例） 

 天塩高校では、天塩町内の小・中学校で組織
する天塩町教育研究協議会に参加し、児童生徒
の確かな学力の向上を目指し、小中高の学習内
容の系統性や指導方法の継続性について研修
を推進し、授業の工夫・改善に取り組んでいる。 
１ 連携先学校名 
 ・天塩町立天塩小学校 
 ・天塩町立啓徳小学校 
 ・天塩町立天塩中学校 
 ・天塩高等学校 
２ 取組の概要 
 (1) 天塩町教育研究協議会総会（４月） 
 (2) 教科部会研修会（年４回） 
 (3) 教育研究発表会（２月） 
 (4) 研究紀要「天塩の教育」の発行（１月） 
３ 取組の成果等 
 (1) 公開授業等による研究協議を通じて、小

中高の指導方法について情報交換するこ
とができ、児童生徒の発達の段階に応じた
指導方法についての理解が深まり、授業改
善に役立てることができた。 

 (2) 乗り入れ授業やティーム・ティーチング
等の教員の専門性を生かした日常とは異
なる授業形態により、学習の楽しさを実
感でき、児童生徒の学習に対する興味・関
心が向上した。保健体育部会では、各運動
領域・種目について「12 年間をつなぐカ
リキュラム」を作成し、小中高においては
これに準じた授業を実施しており、研究
授業を行いながら見直しを図り、指導の
工夫・改善を図っている。 

  

小・中学校の全国学力・学習状況調査に

おける町内の傾向分析及び課題把握 

上記方針に基づき、各校種で作成 

知内町学びの充実検討会議 
（幼稚園、小学校、中学校、高等学校） 

＜改善策＞ 
学習規律を見直し、町内で方針の統一化を図る 

 
１ チャイム前（学習開始前）着席 
２ 丁寧な学習の始め・終わりのあいさつ 
３ 話の聞き方 

球技（ボールを扱う運動）

ボールゲーム・鬼遊び

つく　転がす　投げる　当てる　捕る　蹴る　止める　逃げる　追いかける　陣地を取り合う

○運動の基本となるそれぞれの動きを、一つに絞ったり、他と組み合わせながら基本の動作を身につける。

ネット型（ゲーム）

ボール・用具操作

・いろいろな高さのボールを片手または両手ではじく、打ち付けるなどして相手コートに返球する

ボールを持たない動き

・ボールの方向に体を向けたり、ボールの落下点やボールを操作しやすい位置に体を移動したりする

☆ボールの動きに対応できる（落下点）児童が８割以上

ネット型（ボール運動）

ボール・用具操作

・自陣からサービスを打ち入れる　・見方が受けやすいようボールをつなぐ

・相手コートにボールを打ち返す

ボールを持たない動き

・ボールの方向に体を向けて、その方向に素早く移動する

☆全てのチームで５回以上のラリーができる

バレーボール・卓球・テニス・バドミントン

☆ラリーを続けることを重視！

○ボールや用具の操作　○定位置に戻る　→空いた場所をめぐる

ボール・用具操作

・いろいろな高さのボールを片手または両手ではじく、打ち付けるなどして相手コートに返球する

ボールを持たない動き

・相手の打球に備えた準備姿勢　・プレイ開始時の定位置への戻り　・プレイ後のボールや相手への正対

☆ボールや用具、バットなどの操作に関して、

どの基本技能でもより良く行うことのできる生徒が８割以上

☆空いた場所をめぐる攻防を重視！

○役割に応じたボール、用具操作　○仲間と連携して拾う、つなぐ、打つ

○仲間と連携して空いた場所に攻撃する、空いた場所を作り出す

○攻撃に対応して守る

ボール・用具操作
・ねらった場所へのサービス ・空いた場所やねらった場所への返球 ・攻撃につながる高さと位置へのつなぎ・ネット

際の防御や攻撃　　・強い振りでの高い位置からの打ち込み　・ポジションの役割に応じて拾う、つなぐ、打ち返す

ボールを持たない動き

・空いている場所のカバー　　・連係プレイのためのフォーメーションの動き

☆高３までの学習内容で、基本技能を身につけている生徒が６割以上

（高３までの学習内容で、種目の特性やルールを理解している生徒が８割以上）

ボール・用具操作
・変化をつけて、ねらった場所へのサービス ・緩急や高低をつけての打ち返し ・回転をかけた球の打ち返しと返球

・変化のあるサーブに対応したレシーブ　・移動を伴うボールの攻撃につながる高さと位置へのつなぎ　・仲間と連係し

ボールを持たない動き
・守備のバランスを維持する動き ・仲間とタイミングを合わせた守備位置の移動 ・連係した攻撃の際の相手をひきつ

ける動き

☆中２までの学習内容における特性・ルールを理解し、基本技能を身につけている生徒が８割以上

（中３・高校入学年次での学習内容を習得するには、中２までの学習内容を確実に身につけていることが必要となるため）
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天塩町小・中・高連携 保健体育「12 年間をつなぐカリキュラム」【球技編】ネット型 


